
去
る
、
三
月
二
十

二
日

（
木
）
に
彼
岸

永
代
経
法
要
を
嚴
修

い
た
し
ま
し
た
。

恒
例
の
尼
講
お
花

見
会
を
四
月
十
三
日

（
金
）
頃
に
開
催
い

た
し
ま
す
。
境
内
の

桜
の
下
で
食
事
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
尼

講
会
員
の
皆
さ
ま
と

楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
十
五
日

（
水
）

に
は
、
朝
八
時
よ
り

境
内
清
掃
作
業
を
奉

仕
と
い
う
形
で
、
主

お
参
り
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

に
除
草
作
業
を
中
心

に
約

一
時
間
ほ
ど
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
た
、
今
月
よ
り

お
講
の
開
始
時
間
が

午
前
七
時
半
か
ら
と

な
り
ま
す
。

「お
勤
め
と
仏
事

作
法
の
つ
ど
い
」
と

「
仏
教
文
化
講
座
」

の
両
行
事
は
、
来
月

か
ら
再
開
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

来
る
、
五
月
十
三

日

（
日
）
に
、
湖
東

地
区
教
化
委
員
会
主

催
の

「湖
東
地
区
同

朋
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

講
師
は
、
真
宗
大

谷
派

（
お
東
）
の
宗

門
校

・
大
谷
大
学
教

授
、
延
塚
知
道
先
生

で
、
歎
異
抄
を
通
し

て
親
鸞
聖
人
が
顕
か

に
さ
れ
た
浄
土
真
宗

の
み
教
え
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

講

演

の
あ

と
に

は
、
日
野
女
声
合
唱

団
の
皆
さ
ま
に
よ
る

真
宗
讃
歌
メ
ド
レ
ー

も
お
聴
き
い
た
だ
け

ま
す
。

会
場
は
わ
た
む
き

ホ
ー
ル
虹
で
午
後

一

時
よ
り
受
付

開
始

で
、
午
後

一
時
半
よ

り

開
会
と
な
り
ま

す
。
料
金
は
千
円
で

す
が
、
照
光
寺
よ
り

一
部
補
助
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

今
年
も
、
恒
例
の

近
江
六
組
研
修
旅
行

が
来
月
末
の
五
月
三

十
日

（
水
）
～
三
十

一
日

（木
）
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
新
潟
、

富
山
の
両
県
の
親
鸞

聖
人
ゆ
か
り
の
地
を

そ
れ
ぞ
れ
訪
れ
ま

す
。

近
江
六
組
と
は

日
野
町

・
旧
蒲
生
町

・
旧
永
源
寺
町
の
三

十
三
の
真
宗
大
谷
派

の
寺
院
が
所
属
す
る

組
織
で
す
。
本
山

・

東
本
願
寺

の
も
と

に
、
全
国
各
地
に
三

十
の
教
区
が
あ
り
、

近
江
六
組
内
の
各
お

寺
の
門
徒
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
も
兼
ね
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
参
加
い
た
だ
く

方
に
は
、
照
光
寺
会

計
か
ら

一
部
補
助
い

た
し
ま
す
。
参
加
ご

希
望
の
方
は
照
光
寺

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

照
光
寺
は
京
都
教
区

に
属
し
て
い
ま
す
。

京
都
教
区
内
に
も
ま

た
、
地
区
ご
と
に
二

十
九
組
に
別
れ
て
お

り
、
近
江
六
組
に
照

光
寺
は
所
属
し
て
お

り
、
様
ざ
ま
な
活
動

を
行

っ
て
い
ま
す
。

四
月
に
な

り
、
だ
い
ぶ

ん
暖
か
く
過

ご
し
や
す
く

な

っ
て
き
ま

し
た
。

境
内
の
蓮
如
桜
の
つ

ぼ
み
も
日
ご

と
に
大
き
く

な
り
、
も
う

ま
も
な
く
可

憐
な
花
を
咲

か
せ
て
く
れ

そ
う
で
す
。
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今今今今
月月月月
のののの
ここここ
とととと
ばばばば

明明明明日日日日あああありりりりとととと
思思思思うううう心心心心のののの仇仇仇仇桜桜桜桜

夜夜夜夜半半半半にににに嵐嵐嵐嵐のののの
吹吹吹吹かかかかぬぬぬぬももももののののかかかかはははは

親鸞聖人

十
二
日
（木
）

近近近近
江江江江
六六六六
組組組組

・・・・
門門門門
徒徒徒徒
会会会会
役役役役
員員員員
会会会会

午
後
二
時

十
三
日

（金
）
頃

尼尼尼尼
講講講講
おおおお
花花花花
見見見見
会会会会

午
前
十

一
時

十
七
日

（火
）

近近近近
江江江江
六六六六
組組組組

・・・・
勤勤勤勤
行行行行
講講講講
習習習習
会会会会

日
野
町
西
大
路

光
延
寺
に
て

午
後

一
時
半

二
十
日

（金
）

近近近近
江江江江
六六六六
組組組組

・・・・
門門門門
徒徒徒徒
会会会会
員員員員
研研研研
修修修修
会会会会

東
近
江
市
桜
川

敬
円
寺
に
て

午
後

一
時
半

二
十

一
日

（土
）

湖湖湖湖
東東東東
地地地地
区区区区
同同同同
和和和和
研研研研
修修修修
会会会会

東
近
江
市
五
個
荘

宝
満
寺
に
て

午
後

一
時
半

二
十
四
日

（火
）

近近近近
江江江江
六六六六
組組組組

・・・・
住住住住
職職職職
研研研研
修修修修
会会会会

東
近
江
市
桜
川

敬
円
寺
に
て

午
後
二
時

二
十
五
日

（水
）
境境境境
内内内内
清清清清
掃掃掃掃

（奉
仕
）

午
前
八
時

二
十
八
日

（土
）
おおおお
講講講講

当
番

二
番
組

午
前
七
時
半

四四四四
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

永
代
経
嚴
修
の
御
礼

伊藤師による法話の様子

定
例
行
事
の
お
知
ら
せ

湖湖湖湖
東東東東
地地地地
区区区区
同同同同
朋朋朋朋
大大大大
会会会会
のののの
おおおお
知知知知
らららら
せせせせ

門
徒
も
の
知
り
帳

～
近
江
六
組
に
つ
い
て
～

湖湖湖湖東東東東地地地地区区区区同同同同朋朋朋朋大大大大会会会会

日時 平成２４年５月１３日（日）午後一時半
会場 日野町 わたむきホール虹 小ホール
講師 大谷大学教授 延塚知道先生
講題 『歎異抄』のなかの親鸞聖人

～我々は一体何を求めているのだろうか～

日日日日程程程程
受付 １３：００～１３：３０
開会 １３：３０～１４：００
講演 １４：００～１５：４５（途中１５分休憩）
ࣥࣙࢩࢡࣛࢺ࢔

㸯５㸸５５㹼㸯６㸸㸯０
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近近近近
江江江江
六六六六
組組組組
研研研研
修修修修
旅旅旅旅
行行行行
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内


